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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 3日 (2005.8.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 容 器 用 の 流 出 装 置 で あ っ て 、 後 方 の 第 １ 部 分 と 、

前 方 の 第 ２ 部 分 と 、 装 置 を 容 器 と 一 体 に 保 持 す る 機 構 と 、 バ イ ア ス
機 構 と か ら な り 、 最 初 の 非 流 出 状 態 で は 第 ２ 部 分 が 容 器 と 気 密 に 結 合

使 用 に 際 し て 第 １ 部 分 を 押 圧 す る と 、 第 ２
部 分 の 少 な く と も 一 部 が 最 初 の 非 流 出 状 態 か ら 第 ２ の 流 出 状 態 へ 移 行 し 、 第 １ 部 分 の 押 圧
を 止 め る と 、 バ イ ア ス 機 構 が 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と を 最 初 の 非 流 出 状 態 に 戻 す こ と を 特 徴
と す る 、 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 第 ２ ヒ ン ジ が 、 第 １ 部 分 の 最 後 部 の 端 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 第 １ 部 分 が 湾 曲 し た 平 面 状 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １

に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 第 １ 部 分 が 親 指 そ の 他 の 指 を 入 れ る 窪 み を 持 っ て い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ － の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 装 置 が 、 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と を 持 っ た 第 １ 本 体 部 と 、 さ ら に 好 ま し
く は こ の 装 置 を 容 器 と 一 体 に 保 持 す る 機 構 を 持 っ た 第 ２ 本 体 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ － の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 第 １ 本 体 部 と 第 ２ 本 体 部 と が 、 第 ３ ヒ ン ジ に よ っ て 互 い に 一 体 に 保 持
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 第 ２ 部 分 が ピ ボ ッ ト 点 に 第 １ 突 起 と 第 ２ 突 起 と を 持 ち 、 そ れ ら の 突 起
が 、 第 ２ 本 体 部 に 形 成 さ れ た 対 応 す る 第 １ 窪 み と 第 ２ 窪 み の 中 に 嵌 ま り 込 む こ と が で き る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 又 は に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 第 ２ 部 分 が シ ー ル 機 構 を 持 ち 、 第 ２ 部 分 が 状 態 に あ る と き に 、
シ ー ル 機 構 が 装 置 と 流 出 孔 と の 間 に シ ー ル を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 － の
何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 流 出 孔 が 第 ２ 本 体 部 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
－ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 シ ー ル 機 構 が そ の 最 先 部 分 に 逆 Ｖ 字 状 形 の ス ロ ッ ト を 備 え て い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 流 出 装 置 が さ ら に ア ン チ グ ラ グ 装 置 を 含 み 、 ア ン チ グ ラ グ 装 置 が 好

そ の 流 出 装 置 は ピ ボ
ッ ト 点 を 備 え た た め の

し て お り 、 曲 が り 易
い 第 １ ヒ ン ジ が 第 １ 部 分 と 第 ２ 部 分 と の 間 に 設 け ら れ 、 ピ ボ ッ ト 点 が 第 １ ヒ ン ジ か ら 離 れ
て い る の で 、 曲 が り 易 い 第 １ ヒ ン ジ が 曲 が り 、
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ま し く は 流 出 装 置 と 一 体 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ － １ の 何 れ か １ つ の
項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 第 ２ 本 体 部 が １ 個 又 は ２ 個 以 上 の 内 側 へ 向 く 突 起 又 は ク リ ッ プ を 備
え て お り 、 突 起 又 は ク リ ッ プ は 使 用 の 際 に 、 容 器 に 設 け ら れ た そ れ ぞ れ 孔 又 は 窪 み と 共 働
し て 、 装 置 と 容 器 と を 一 体 に 保 持 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 － １ の 何 れ か １
つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 装 置 が さ ら に タ ン パ 機 構 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ － １ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 タ ン パ 機 構 が 第 １ 部 分 又 は 第 ２ 部 分 と 第 ２ 本 体 部 と の 間 に 設 け ら れ
た タ ン パ 突 起 か ら な り 、 第 １ 部 分 の 最 初 の 押 圧 が 突 起 に さ せ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 装 置 が さ ら に 脆 い 一 時 的 な 閉 塞 具 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ － １ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 脆 い 一 時 的 な 閉 塞 具 が 第 １ 本 体 部 と 第 ２ 本 体 部 と の 間 に あ る 少 な く
と も １ 個 の 脆 い シ ー ル で あ っ て 、 そ の シ ー ル は 第 ２ 部 分 の 押 圧 に よ っ て 破 壊 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 装 置 が プ ラ ス チ ッ ク の 成 形 体 で 作 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ － １ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 。
　 　 【 請 求 項 】 　 請 求 項 １ － １ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 流 出 装 置 を 含 ん だ 容 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 容 器 が 一 体 の ハ ン ド ル を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
に 記 載 の 容 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 流 出 孔 が 容 器 上 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 又
は に 記 載 の 容 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 容 器 が 粘 稠 な 液 体 又 は 流 体 を 入 れ る に 適 し て い る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 － の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 容 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 液 体 が 液 状 の 炭 化 水 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載
の 容 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 液 状 の 炭 化 水 素 が エ ン ジ ン オ イ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
２ に 記 載 の 容 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 容 器 を 片 手 で 持 ち 、 容 器 の 内 容 物 の 少 な く と も 一 部 を 流 出 さ せ る た
め に 容 器 を 傾 け て い る 間 、 そ の 手 の 親 指 そ の 他 の 指 で 第 １ 部 分 を 押 圧 し 、 次 い で 第 １ 部 分
を 放 す こ と か ら な る 、 請 求 項 － ２ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 容 器 か ら 内 容 物 を 流 出
さ せ る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 】 　 第 １ 部 分 を 放 す と 、 第 ２ 部 分 が 最 初 の 非 流 出 状 態 に 戻 り 、 そ れ に よ
っ て 容 器 を 閉 じ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 公 知 の 容 器 は 、 通 常 ２ 個 以 上 に 分 離 で き る 部 分 、 例 え ば 流 出 を 備 え て い る 本
体 と 、 ね じ 蓋 の よ う な 取 り 外 し の で き る 蓋 と か ら な る 流 出 装 置 を 用 い て い る 。 取 り 外 し の
で き る 蓋 が 流 出 装 置 か ら 取 り 外 さ れ る と 、 蓋 を 置 き 忘 れ る こ と が 起 こ る 。 ま た 、 公 知 の 容
器 は 、 流 出 を 容 易 に す る た め に 、 両 手 の 使 用 を 必 要 と す る こ と が 多 い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ 部 分 は 、 シ ー ル 機 構 を 持 ち 、 そ の シ ー ル 機 構 は 、 第 ２ 部 分 が 最 初 の 状 態 に あ る と き
に 、 こ の 装 置 と 流 出 と の 間 に シ ー ル を 形 成 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の 実 施 例 で は 、 流 出 が こ の 装 置 上 に 形 成 さ れ て い な い で 、 容 器 上 に 設 け ら れ て い
る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ の 実 施 例 で は 、 流 出 が 第 ２ 本 体 部 上 に 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 １ 図 な い し 第 ７ 図 を 参 照 す る と 、 こ の 発 明 の 流 出 装 置 の 第 １ の 実 施 例 が 示 さ れ て い る
が 、 そ こ で は こ の 発 明 の 装 置 全 体 が ５ ａ で 示 さ れ 、 装 置 が 容 器 １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い
る 。 流 出 装 置 ５ ａ は 、 後 方 の 第 １ 部 分 １ ５ ａ と 、 前 方 の 第 ２ 部 分 ２ ０ ａ と 、 装 置 ５ ａ を 容
器 １ ０ ａ と 一 体 に 保 持 す る た め の 手 段 と か ら な り 、 そ こ で は 最 初 の 非 流 出 状 態 Ａ で は 第 ２
部 分 ２ ０ ａ が 容 器 １ ０ ａ と 気 密 に 接 続 し て い る が 、 使 用 に 際 し て 第 １ 部 分 １ ５ ａ を 押 圧 す
る と 、 第 ２ 部 分 ２ ０ ａ の 少 な く と も 一 部 が 最 初 の 状 態 Ａ か ら 第 ２ の 流 出 状 態 Ｂ へ 移 行 す る
。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 装 置 ５ ｂ は 第 ２ 部 分 ２ ０ ｂ と 第 ２ 本 体 部 ４ ５ ｂ 上 に タ ン パ バ ン ド １ ２ ０ ｂ を 備 え て お り
、 そ れ は 装 置 ５ ｂ が 初 め て 使 用 さ れ る と き に 破 壊 さ れ る が 、 第 ２ 部 分 ２ ０ ｂ 上 に さ れ る
。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 最 後 に 、 第 １ １ 図 な い し 第 １ ６ 図 を 参 照 す る と 、 そ こ に は 容 器 １ ０ ｃ に 取 り 付 け ら れ た
こ の 発 明 の 流 出 装 置 ５ ｃ の 第 ３ 実 施 例 が 示 さ れ て い る 。 装 置 ５ ｃ の 各 部 分 は 、 第 １ 実 施 例
の 装 置 ５ ａ で 用 い ら れ て い る の と 同 じ 数 に よ っ て 確 認 す る こ と が で き る が 、 そ こ で は 「
ａ 」 の 代 わ り に 「 ｃ 」 が あ と に 付 け ら れ て い る 。
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